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広報うあ、づ平成 2年12月

市
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を

1
年

に

2
園
、

6
月
と
ロ
月
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今

回

は

、

上

半

期

(
4月
1
日

1
9
月

初

日

)

の

状

況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物

2
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

百
十
八
億
八
千
八
百
万
円
で
前
年
度

当
初
予
算
百
十
三
億
四
百
万
円
と
比

較
す
る
と
口
%
の
伸
び
で
し
た
。

そ

の
後

2
回
の
補
正
(
三
億
九
千
九
百

八
十
瓦
万
六
千
円
)
と
前
年
度
か
ら

の
繰
越
事
業
分
(
四
千
四
百
八
十
六

万
四
千
円
)
を
加
え
百
二
十
三
億
三

千
二
百
七
十
二
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
同
期
の
百
十
八
億

一
千
八
百
六
十
五
万
七
千
円
と
比
較

す
る
と
り
%
の
伸
び
で
す
。

当
初
予
算
と
補
正

補
正
の
王
な
も
の

努後手Z

〈
歳
入
〉

分
担
金
六
百
三
十
九
万
六
千
円
、

国
庫
支
出
金
二
百
二
十
六
万
七
千
円
、

県
支
出
金
七
千
四
百
七
十
四
万
六
千

円、

財
産
収
入
五
百
四
十
四
万
九
千

円、
寄
附
金
二
千
三
百
四
十
七
万
円
、

繰
越
金
二
億
八
千
七
百
万
円
、
諸
収

入
三
百
十
二
万
八
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

〈
歳
出
v

市
街
地
再
開
発
事
業
九
千
五
百
万

円、

市
道
改
良
舗
装
費
七
千
三
十
二

万
一
千
円
、

魚
津
駅
前
修
景
事
業

一

七九4さ予言F

7月24日完成した松倉小学校プール

千
六
百
六
十
四
万
六
千
円
、

新
川
文

化
ホ

l
ル
(
仮
称
)
建
設
費
二
千
六

百
三
十
万
七
千
円
、

団
体
営
林
道
事

業
二
千
百
間
十
八
万
円
、
桑
山
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
金
積
立
金
二
千
万
円
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
明
制
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
九
月
末
現
作
の
各
執
行
状

況
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

4
Hか
ら

9
Hま
で
の
上
半
期
に

は
、
公
共
下
水
道
事
業
の
終
末
処
理

場
を
は
じ
め
、
東
部
中
学
校
体
育
館

建
設
事
業
、
運
動
公
園
(
陸
上
競
技

場
)
築
造
事
業
な
ど
大
引
-の
建
設
工

事
が
着
々
と
発
注
さ
れ
、
ま
た
松
倉

小
学
校
プ
ー
ル
建
設
工
事
が
完
成
し

て
お
り
ま
す
。

(歳出)

区 分 予算額 支出i荷額 支出割合

千Jll T'Pl % 

議 ぷヱbエ、 '{!f 212，034 99，507 46.9 

総 務 官 1，892，528 917，869 48.5 

民 生 費 2，295，804 982，816 42.8 

f荷 生 費 799，586 354，843 44.4 

労 1動 費 149，183 111，721 74.9 

農林水産業費 1，000，506 211，369 2l.1 

商 工 費 455，103 393，306 86.4 

土 木 費 1，811，708 710，276 39.2 

1両 |坊 z白 326，741 152，583 46.7 

教 育 vi 2，168，273 679，509 3l. 3 

災 害復旧費 19，059 3，170 16.6 

♀三 イ責 vi 1，146，346 389，328 34.0 

諸 支 出 金 5，849 。 。
予 {碕 費 50，000 。 。

歳出合計 12，332，720 5，006，297 40.6 

平成2年度一般会計収支状況
区 分 予算額 収入済額 収入割合

T'Pl T'Pl % 

税 6，178，000 3，151，490 5l.0 

地方議与税 358，000 39，173 10.9 

利子持IJ 交付金 160，000 103，380 64.6 

ゴルフ場利用税交付金 30，000 16，217 54.1 

自動1011取得税交付金 140，000 52，719 37.7 

地方交付税 900，000 1，115，776 124.0 

交通安全対策特別交付金 9，000 5，418 60.2 

分 tR.金/立び負担1.金 369，911 169，159 45.7 

使用料及び手数料 247，929 115，592 46.6 

国庫支出金 1，076，581 175，181 16.3 

県 支 出 金 736，612 66，649 9.0 

Rオ 産 ~~ 入 105，723 27，526 26.0 

寄 F什 金 31，670 23，187 73.2 

総: 越 金 548，676 588，665 107.3 

諸ー 収 人 441，918 67，996 15.4 

市 {責 998，700 8，900 0.9 

歳入合計 12，332，720 5，727，028 46.4 

(歳入)



市民の市税負担状況

人口 49，873人

世帯数 14，151 世帯

(平成2年9月30日現在)

入 i曹E司ヨ 税

7，624千円

市 た ば こ 税

124，869千円 |

軽自動車税

43，297千円

固定資産税

1，681，462千円

市 民 税

1，294，238千円
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状の

市民一人当

たり負担額

176.335円

平成 2年12月

債

新川水橋信金 77

他276

広報うおづ

市

建
設
中
の
東
部
中
学
校
体
育
館

σコそ

市有財産の状況

土地

919，785m' 

鰭警

建物

147，510m' 

一 ー. 、ー
白ー ~ ・民

一 一 ---. ・ ー
-、 ー デー ー

ーー 一基金

2，559，963千円 計 別 予 算 執 行 状 況

単位:百万円会計

12，333 
下水道事業

2，897 

簡易水道事業

19 

国民健康保険事業

2，329 
老人保健医療事業

3，720 

農業共済事業

106 

水族館事業

264 

荷主

A
Q
玄

¥、 II 
-一ー / ーI￥11単 L-

-

有価証券

その他

157，544千円



(4) 広報うあ、づ

の
叙
勲
• 
表
企J
手ノ

お
め
で

宝
章

平成 2年12月

村

義

子
さ
ん
(
臼
歳

大
光
寺
一

、
J
六
八
!
三

魚
津
保
育
園
、
上
口
保
育
園
園
長

昭
和
五
十
九
年
か
ら
五
年
間
富
山
県

民
間
保
育
連
盟
理
事
及
び
監
事
、
富

山
県
保
育
連
絡
協
議
会
理
事
と
し
て

保
育
事
業
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

法
務
大
臣
表
彰

田

嶋

キ

ク

ヱ

さ
ん

(
市
歳

本
町
一
丁
目
三
|
五

永
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て

犯
罪
者
の
更
生
事
業
に
尽
く
さ
れ
た
。

厚
生
大
臣
表
彰

康

世

ス

ミ

子

さ
ん

(幻歳

末
広
町
九
|
五

永
年
家
庭
奉
仕
員
と
し
て
、
地
域

在
宅
老
人
等
の
福
祉
の
向
上
に
、
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
。

富
山
県
教
育
功
労
表
彰

寺

田

良

作

氏

(臼歳
北
中
J

一

昭
和
二
十
二
年
公
立
中
学
校
教
諭

と
し
て
就
任
以
来
永
き
に
わ
た
り
、

公
立
中
学
校
長
及
び
教
育
事
務
所
長

等
と
し
て
初
等

・
中
等
教
育
の
振
興
、

と
教
育
行
政
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

富
山
県
教
育
功
労
表
彰

寺

島

美

津

枝

さ
ん

a歳

下
村
木
町
三
、
四
七
四
l

一

昭
和
五
十
七
年
以
来
、
富
山
県
婦

人
会
副
会
長
等
と
し
て
、
組
織
の
拡

充
発
展
に
努
め
る
な
ど
、
婦
人
会
活

動
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

色 I~土，
ヨヨト I I=E軍

需|山
経守|県
田 ~I教
~ I育
?を|功
~ I労
同 |三草

壁|諺

会

長

菊

地

敏

紀

経
田
中
町
七
l
二
五

昭
和
二
十
七
年
設
立
以
来
、
家
庭

と
学
校
と
の
連
携
を
図
り
、
各
種

P

T

A
活
動
や
姉
妹
校
交
流
事
業
を
推

進
す
る
な
ど
、
児
童
の
健
全
育
成
に

優
れ
た
実
紡
を
あ
げ
て
い
る
。

富
山
県
教
育
功
労
表
彰

井

出

事少

子
さ
ん

(ω歳

ハ
郎
丸
三
六
二

第
四
十
五
回
国
民
体
育
大
会
ス
ケ

ー
ト
競
技
成
年
女
子

C
千

M
に
お
い

て
優
勝
す
る
な
ど
、
本
県
体
育

・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

全
国
成
人
善
行
表
彰

;甫

田

流

寛

さ
ん

(臼歳

大
光
寺
二
四
|
五

魚
津
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
補
導

委
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
青
少

年
健
全
育
成
に
努
め
ら
れ
た
。

日
月
号
の
魚
津
市
表
彰
の
災

害
防
護
功
労
中
島
源
正
さ
ん

と
あ
る
の
は
、
中
山
源
正
さ
ん

一

一

の
誤
ま
り
で
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。



平成 2年12月広報うおづ(5) 

計

二
回

冬
期
間
の
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た

た
め
に
、
県
、
市
除
雪
計
画
を
定
め

て
い
ま
す
。
市
の
除
雪
計
画
で
は
、

積
雪
が
叩
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に

な
り
ま
す
と
除
雪
を
開
始
し
ま
す
。

除
雪
計
画
路
線
は
、
交
通
量
及
び

路
線
の
性
格
等
を
考
慮
し
て
、
第
-

種
か
ら
第
3
種
に
区
分
し
、
第
l
種

か
ら
順
次
除
雪
い
た
し
ま
す
。

。
第
1
種
路
線
は
、
パ
ス
運
行
路
線

。
第
2
種
路
線
は
、
主
に
通
学

・
通

勤
な
ど
市
民
生
活
に
直
接
影
響
す

る
路
線

。
第
3
種
路
線
は
、
比
較
的
交
通
量

が
多
い
路
線

道
幅
が
狭
い
等
除
雪
車
が
入
れ
な

い
道
路
に
つ
い
て
は
、
関
係
住
民
の

ご
協
力
に
よ
り
除
雪
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 除

ω

雪

協
力
で
快
適
に
$

ヨ
ミ
の
放
置
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

、
家
や
車
庫
の
出
入
口
を
ふ
さ
ぐ
こ
と

お
か
け
し
ま
す
が
、
各
家
庭
で
除
雪
し

業
が
終
っ
た
こ
と
を
連
絡
す
る
こ
と
。

市
川
市
開
輔
一
一

M
M
m
E

次
の
よ
う
な
世
帯
に
つ
い
て
地
区

民
生
児
童
委
員
の
方
を
通
じ
、
区
長

に
「
雪
お
ろ
し
」
や
「
道
路
除
雪」

の
依
頼
が
あ
っ
た
時
は
、
町
内
ぐ
る

み
で
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

①
一
人
暮
し
老
人
や
老
夫
婦
世
帯

②
母
と
小
学
生
か
ら
な
る
母
子
世
帯

③
世
帯
主
が
重
度
の
身
体
障
害
者
で

あ
る
世
帯

④
老
人
と
小
学
生
の
孫
か
ら
な
る
世

帯
や
老
人
と
四
歳
未
満
の
女
子
か
ら

な
る
世
帯

⑤
世
帯
主
が
長
期
入
院
中
の
世
帯

以
上
の
世
帯
で
、
近
隣
に
親
戚
が

な
い
世
帯
で
す
。

声機磁桔顧.
路上へ雪をおろした場合は、消防車など

車が通れるように 、すぐ後始末をしてくださ

い。雪捨場は角川の河口となっています。

また、事故の原因ともなる路上への雪捨

てはやめましょう 。



(6) 

す会
。計平

の 成
業 2
務年
状度
況上
を半
お期
知の
ら水
せ道
し事
ま業

平成2年度上半期

議都隣管湾総量隊長:

嘘EJぷ円:議-
日 表示・1

平成2年9月30日現在

広報うおづ

業

務

の

状

況

O
給
水
人
口

平成 2年12月

三
九
、
五
五

O
人

O
給
水
戸
数

一一

、
二
五

O
戸

O
給
水
量一

、
七
五
九
、
四
二
九
凶

建
設
改
良
工
事

今
年
度
は
、
建
設
改
良
工
事
と
し

て
事
業
費
一
億
八
千
三
百
七
十
万
円

を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

9
月
末
ま

で
に
完
工
し
た
主
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

O
広
域
営
農
団
地
農
道
外
1
路
線
配

水
管
布
設
工
事

?兄

損 益 収 支 状 ?兄

科 目
予算額 収 入 額 割合
〈千円〉 〈千円〉 <%> 

ヰ又 給水収益 440，569 243，423 55.3 

受託工事収益 88，324 42，249 47.8 
入

その他収益 25，596 12，933 50.5 

メ口入 554，489 298，605 53.9 

宇↓ 目
予算額 支 出額 割合
〈千円〉 〈千円〉 <%> 

Jー←ι 
給水費用 72，674 23，962 33.0 

受託工事費 85，150 37，436 44.0 

出
φ'1 会也、 係 費 102，623 46，122 44.9 

その他費用 294，042 84，874 28.9 

メ口入 言十 554，489 192，394 34.7 

状の計
A
Q

一
A

一
四
、
六
二
六
、

0
0
0円

。
県
道
富
山
魚
津
線
配
水
管
布
設
工

事

五

、
七
八
五
、
五
一

O
円

。
市
道
東
尾
崎
線
配
水
管
布
設
替
工

事

五

、
三
七
一
¥

四
五

O
円

積
雪
期
の

メ
ー
タ
ー
検
針

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、

2
か
月
ご

と
に
日
を
定
め
て
検
針
し
て
い
ま
す

が
、
冬
期
間
の
う
ち
に
は
積
雪
の
た

め
検
針
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
際
は
、
前
回
の
使
用
量
や
前
年

同
期
の
使
用
量
を
参
考
に
し
て
水
道

料
金
を
決
定
し
、
次
回
の
検
針
に
お

い
て
料
金
を
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
は
物

を
置
か
な
い
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し

ま
す
。

漏
水
に
注
意

メ
ー
タ
ー
器
で
点
検
を

最
近
、
各
家
庭
の
給
水
管
が
老
朽

化
し
て
漏
水
し
、
平
常
の
何
倍
も
メ

ー
タ
ー
が
回

っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
漏
水
を
早
く
発
見
す
る

た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
各
家
庭
で

家
の
中
の
蛇
口
を
締
め
て
、
メ
ー
タ

ー
器
の
中
の
赤
い

星
が
回

っ
て
い
る

か
ど
う
か
碍
認
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
星
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
し
て

い
ま
す
の
で
、
市
水
道
局
や
水
道
工

事
指
定
庖
に
連
絡
し
、
修
理
し
て
く

だ
さ
い
。

※
な
お
、
修
繕
費
は
、
利
用
者
負
担

で
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
水
道
局

宮

幻

|
2
2
0
0
内
線

m
-m

水
道
管
に
も

。
水
道
管
や
蛇
口
の
破
裂
に
注
意

気
協
が
氷
点
下
に
な
り
ま
す
と
、

水
道
水
が
凍
っ
て
破
裂
し
ま
す
か
ら
、

水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水

道
管
や
蛇
口
は
、
保
温
材
を
取
り
付

け
、
水
道
の
水
が
凍
ら
な
い
よ
う
に

1

し
宇
少
し
ょ
、
っ
。

。
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を

し
っ
か
り
と
巻
き
つ
け
て
、
広
急
手

冬
じ
た
く
を
/

。 い 事ス当
き水 。庖のを

道 へ中し
管 連のて
が 絡ノ〈か
;東 し/レら
っ てブ
て 修をメ
水 理締|
が しめタ
出 て、!
な く十旨ボ
い だ定 ツ

と さ 工 ク

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
湯
を
か
け
て
と
か

し
ま
す
。
じ
か
に
熱
湯
を
か
け
る
と

、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

'uv 

水
道
工
事
指
定
底

(
株
)
マ
ツ
バ
ラ
工
務
庖
本
江
新
町

宮

@
0
9
0
8

畠

山

工

業

(

株

)

吉

島

宮

@
5
3
3
0

(
有
)
一
二
共
設
備
北
鬼
江

宮

@
1
3
5
0

北
陸
水
道
工
業
(
株
)
横
枕

宮

@
1
3
5
3

石

原

設

備

工

業

所

本

江

宮
②

2
9
2
4

ユ
ウ
ホ
|
設
備
(
株
)
釈
迦
堂

合
②
5
7
1
1

高

松

工

業

上

口

二

丁

目

合
②

0
5
4
5

(株
)水
環
境
セ
ン
タ
ー
吉

島

宮

@
7
7
1
1

菅
沼
組

村

木

町

宮
②
0
4
5
3

吉
枝
工
業
(
株
)

文
化
町

宮

@
5
8
3
5

中
谷
配
管
工
業

吉
島
二
丁
目

告
②
3
6
9
8

ダ
イ
シ
ン
設
備
(
株
)
浜
経
団

宮

@
5
6
1
1

三

水

大

光

寺

合

@
6
2
6
8

(
有
)
宝
田
配
管
所

印

田

宮
②
2
6
8
7

(
株
)
ス
ペ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
上
村
木

宮

@
6
1
3
3

浜
経
団

宮

@
6
8
0
7

吉

島

宮

@
2
3
1
2

横

枕

包

@
8
1
9
7

後
藤
配
管
所

河
崎
設
備
工
業

麿
瀬
設
備
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ビエト連邦を訪ねて

広報うあ、づ(7) 

団

長石

川

精

第
八
回
魚
津
市
青
年

・
壮
年
海
外

研
修
と
し
て
市
内
青
年

・
壮
年
の
代

表
二

O
名
が
日
月
辺
日
か
ら
お
日
ま

で
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
で
激
変
し
つ
つ

あ
る
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
、
イ
ル
ク
|
ツ
ク
の
両
市
を
訪
問

し
、
友
好
親
善
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
き
わ
や
か
な
中
、
市
長

は
じ
め
各
位
の
見
送
り
を
受
け
新
潟

空
港
か
ら
一
路
日
本
海
を
渡
り
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
空
港
へ
お

り
ま
し
た
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
は
、
ウ

ス
リ
ー
川
と
ア
ム
ー
ル
川
の
合
流
点

に
位
置
し
、
十
六
世
紀
中
頃
か
ら
極

東
地
方
の
中
心
地
と
な
っ
て
お
り
、

市
内
は
整
然
と
区
画
さ
れ
た
学
生
の

多
い
商
工
の
盛
ん
な
街
で
活
気
に
あ

あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
教
育
省
を
訪
問
し
、
ソ
連

の
教
育
の
実
態
を
聞
き
教
育
に
対
す

る
熱
意
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

イ
ル
ク
|
ツ
ク
は
、
パ
イ
カ
ル
湖

に
源
を
発
す
る
ア
ン
ガ
ラ
川
が
流
れ

「
シ
ベ
リ
ア
の
パ
リ
」
と
呼
ば
れ
、

街
並
み
は
、
秘
境
の
地
に
あ
る
こ
と

が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
整
っ
て
お
り

レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
が
通
り
に
建
ち

並
び
路
地
等
に
は
し
ゃ
れ
た
窓
を
備

え
た
木
造
の
古
い
家
が
軒
を
並
べ
落

ち
つ
い
た
雰
囲
気
が
た
だ
よ
う
街
で

し
た
。

ま
た
、
こ
こ
シ
ベ
リ
ア
の
地
で
か

つ
て
の
戦
後
の
抑
留
で
亡
く
な
っ
た

日
本
人
の
数
多
い

墓
が
両
市
に
あ
り

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
縁
取
り
さ
れ
た
中

に
き
れ
い
な
砂
が
入
れ
ら
れ
、

墓
地
の

周
囲
は
棚
が
め
ぐ
ら
さ
れ
き
れ
い
に

清
掃
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
白
樺
や
ア

カ
シ
ヤ
等
の
木
々
の
中
、
長
い
年
月

の
せ
い
か
名
前
の
わ
か
り
か
ね
る
も

の
や
名
札
が
と
れ
て
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

祖
国
日
本
に
帰
り
た
い
思
い
を
胸

中
に
し
て
他
界
さ
れ
た
人
々
の
声
が

聞
え
て
く
る
よ
う
な
思
い
が
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
長
に
は

公
務
多
忙
の
中
表
敬
訪
問
に
応
じ
て

い
た
だ
き
、
ソ
速
の
現
状
の
中
で
日

本

・
中
国

・
韓
国
等
の
国
々
と
友
好

親
善
、
経
済
友
好
を
図
り
な
が
ら
ペ

レ
ス
ト

ロ
イ
カ
を
進
め
て
い
き
た
い

と
伺
い

、
ソ
連
の
現
状
の
一
部
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
回
の
よ
う
な
海
外
研

修
を
機
に
他
国
を
理
解
し
、
日
本
の

よ
さ
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
こ
の
研
修
の
大
き
な
成
果
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
研
修
の
機
会
を
多
く

し
て
い
た
だ
き
一
層
友
好
親
善
の
輪

を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
と

希
望
し
て
お
り
ま
す
。

団

貝

団

長

管
理
者

団

員

石
川
精
二
(
市
助
役
)

大
久
保
義
雄
(
市
教
委
)

岩

井

哲

雄

(

壮

年

)

窪

田

隆

(

壮

年

)

谷

口

礼

子

(

壮

年

)

谷

口

典

子

(

青

年

)

松

原

理

子

(

青

年

)

宮
田
真
理
子
(
青
年
)

清

河

有

里

(

青

年

)

寺

田

信

行

(

青

年

)

石

僑

喜

晃

(

青

年

)

関

口

勝

美

(

青

年

)

野

村

将

人

(

青

年

)

大

城

潤

子

(

青

年

)

平

田

郁

乃

(

青

年

)

広

田

暁

美

(

青

年

)

政

二

弘

明

(

青

年

)

木

村

勝

(

青

年

)

金

川

陽

一

(

青

年

)

稲

場

将

弘

(

青

年
)

" " " " " " " " " " " " " " " " " 
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み
ん
色
喝
の
ま

w'v

案
、
ぃ
冬

寒
い
冬
に
こ
そ
、
思
い
つ
き
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

教
育
委
員
会
及
び
体
育
協
会
で
は
、
市
民
の
ニ

l
ズ
に
合
う
よ

う
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
健
康
・
体
力
づ

く
り
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め
、
市
民
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

* 
市

ボ|市ビ 市 市 市 市

選手権大会 球市卓

アフスエ 年新出7]( 

ジ7c

民 民

競会技寺ス|体育民大会

フ ササ ョ日 大

卓
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トト 二二 、y カ ン £z益z、

球 ンミ スシ

大会

イ ゲ
大

大iZLZ ン 大lzhz ユ
ノ、
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名

ぷz〉z、 /レ

3 3 2 2 l 1 1 1 
月 月 月 月 月 月 月 月 月
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き9 -:: 日 9 -:: 日 9 -:: 日 8 -:: 日 9 -:: 日 9 -:: 日 9 -:: 日 10旦 io ~ 
時 時 時 時 時 時 時 時 時旦

箆合体総育 合総体育館 総体育ぷ館〉、
ス大谷

合総体箆育 合総体育箆 総A 体育館

1昆

着前発点 総合体育館

と7]( 
キ j昆 フ。 、、ー炉

|泉
ろ場 jレ
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対
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会

マ
と

マ
と
こ
ろ

ロ
月

2
日
(
日
)午
前

9
時

魚
津
市
総
合
体
育
館

き
1
月
の
歩
-
}
う
会

1
月
の
歩
こ
う
会
は
、
初
日
日
曜

日
に
、
電
鉄
魚
津
駅
か
ら
、
わ
く
わ

く
ラ
ン
ド
茶
屋

1
青
島
ー
ま
で
約

2

キ
ロ
余
り
歩
き
ま
す
。

茶
屋
で
は
入
浴
の
あ
と
、
年
度
初

め
の
懇
親
会
な
ど
行
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
、
午
前
9

時
ま
で
軽
食
持
参
の
上
、
電
鉄
魚
津

駅
ま
え
に
お
集
り
下
さ
い
。
な
お
会

費
は
千
円

(
入
浴
、
部
屋
代
な
ど
)。

体
育
施
設
の

年
末
・
年
始
休
止

0
 0

学
校
体
育
開
放
校

ロ
月
お
日

1
1
月

4
日

。
総
合
体
育
館

ロ
月
泊
日

1

1
月

3
日

。
温
水
プ

l
ル

ロ
月
却
日

1
1
月

5
日

な
お
、
総
合
体
育
館
(
出
水
プ
ー

ル
含
む

)
は
、
ロ
月
お
日
午
後

5
時

で
閉
館
に
な
り
ま
す
。

末
/
I
t
-
-
1

、

何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
年
の
暮
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
防
火

意
識
も
薄
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
起
こ
り
ゃ
す
い

「
う
っ
か
り
火
災
」
や
「
あ
わ
た
だ
し
さ
火
災
」
を
防
止
す
る

た
め
に
、
消
防
機
関
で
は
、
歳
末
消
防
特
別
警
戒
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

実

施

期

間

。
第

l
期
通
常
警
戒
期
間

ロ
月
引
日
か
ら
お
固
ま
で

O
第

2
期
非
常
警
戒
期
間

ロ
月
初
日
か
ら
引
固
ま
で

実

緒

的
事

項

。
第

1
期
通
常
笹
戒
期
間

・
予
防
広
報

・
消
防
機
関
器
具
の
点

検
整
備

・
消
防
地
水
利
の
点
検

。
第

2
期
非
常
笹
戒
期
間

-
第

1
期
実
施
事
項
の
継
続

・
サ
イ

レ
ン
の
吹
鳴

(
期
間
中
毎
日
夜
9

時

)

・
夜
間
の
巡
回
整
備

・
笹
防

活
動
要
員
の
碓
保

行
吋

-
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
・

石
油
ス
ト
ー
ブ

、

こ
た
つ

、
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
、
火
気
を
長
く
使
用
す
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、

特
に
火
災
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
の

取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、
安
全
を

確
か
め
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

秋
季
消
防
訓
練
と

優
良
消
防
職
団
員
表
彰

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中

の
口
月
日
日
午
後
、
川
の
瀬
団
地
一

帯
に
お
い
て
、
秋
季
消
防
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
の
後
、
平
成

2
年
度
優
良
消

防
職
団
員
と
し
て
、
次
の
凶
名
の

方
に
富
山
県
知
事
表
彰
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

〈
受
賞
者
〉

山
下
由
己
、
高
慶
孝
信
、
浅
井
清
吉

谷
口
直
賓
、
吉

川

勉

、
山
越
政
雄

谷
越
茂
、
嶋
津
勝
美
、
寺
口
俊
夫

江
幡
隆
守
、
竹
倉
明
男
、
林

繁

春

高
木
光
喜
興
、
大
浦
明
雄



J;j;JtJ 
陸

県
統

北
陸
路

重
点
目
標

1
、
飲
酒
・
暴
走
運
転
ぬ
防

2
、
積
雪
・
凍
結
時
の
安
遜

3
、
高
齢
者
と
子
供
の
交
通

4
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

国
道

8
号
線
に
お
け
る
交
通
事
故

の
死
者
は
、
昨
年
同
期
比
人
と
同
じ

で
す
が
、
常
願
寺
川
を
基
点
と
し
て

東
西
に
分
け
比
較
し
た
場
合
、
常
願

寺
川
以
東
に
死
者
が
激
増
し
て
い
ま

の状況

平成 2年12月広報うおづ

市の

(9) 

元年度末の住民基本台帳人口は 、49，697人で、元年度一

般会計歳出決算制は、124億2，711万9千円、このうち人件費

は、 29億9，506万円で24.1パーセントとなっています。平成

2年 4月 1日現不正の給与等の内容は、次表のとおりです。

す
。魚

津
市
で
は
、
今
ま
で
に
死
亡
事

故
が

5
件
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち

4
件
が
国
道

8
号
線
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

o職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

@ 経験年数とは、卒業後直ちに線用 され、引き続き勤務している年数

をいう 。

国道8号線の死t事故発生状況

(平成 2年11月4日現花)0一般行政職の級別職員数の状況

防
犯
運
動

犯
罪
と
事
故
を
な
乏
し
で

明
る
い
年
を

⑮
 

'

¥
n
u
J
O
金
融
機
関
な
ど
を
狙
っ
た
犯
罪
の

h

/
川
川
¥

予
防

¥
jノ
ヘ

司
づ

J
O
凶
悪
犯
・
侵
入
盗
な
ど
の
予
防

(日
)j
q
o暴
力
犯
罪
の
予
防

¥
jノ
「

1
E
)

最
近
、
市
難
自
動
車
を
使
用
し
た

/
1
E
¥
/
l
¥

銀
行
強
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や
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っ
た
く
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、
極
左
暴

¥
川
町
/

力
集
団
に
よ
る

「
テ
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、
ゲ
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」
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r凡
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ど

の

凶

悪

な

事

件

が

多

発

し

て

い

¥
町

ιノ
ま

す

。

/
河
川
¥

自

動
車
を
資
ま
れ
ま
す
と
、
被
害

者
は
大
き
な
損
害
を
干
」う
む
る
ば
か

り
で
な
く
、
更
に
、
こ

の
盗
難
自
動

車
を
他

の
犯
罪
に
悪
用
さ
れ
た
場
合
、

加
害
者
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

お
互

に
自
動
車
の
盗
難
防
止
に
十
分
注
意

ーし占
g
t
しょ、っ
。

O
カ
ギ
を
し
た
、
そ
の
手

で
も
う
一
度

O
キ
l
抜
い
て
、
気
を
ぬ
か
な
い
で
、

ド
ア
ロ
ッ
ク

区分 モ白 市

j末~l く元年度支給i1flJ合〉
JtJJ 末 勤勉

聖
6 n JtJJ 1.5カ‘月う〉 0.6ヵ、月 予〉

12 月ltJJ 1.9か月分 0.6か月づ〉
3 月期i 0.5か月分

号，- 3.9か月分 1.2ヵ、Hぅ〉

支給率 ドl己都合 勧奨退

月続
段高限度制 60.0ヵ、月づ〉 62.7 か月づ〉
勤続 20年 21.0か月分 28.875ヵ、月ぅ士

手
勤続 30年 41.25カ、月づ〉 54.45か月分

当 勤続 35年 47.5か月分 62.7 か月分

区分 国 家 公 務 員

期末
く元年度支給制合〉

JtJJ 末 勤勉

勤勉手当

6 月JtJJ 1.5か月分 0.6か月分
12 }i JtJJ 1.9か月分 0.6か月分
3 月 JtJj 0.5か月分

計 3.9か月分 1.2か月分

退 支給率 自己都合 勧奨

1紋 最高限度額 60.0か月分 62.7 か月分

手
勤続 20年 21.0か月分 28.875か月分
勤 続 30年 41.25か月分 54.45か月分

当 勤続 35年 47.5か月分 62.7 か月分

⑪ 市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員であ る。

0職員手当の状況

そ
の
目

特別職の報酬等の状況は、 「特別職報酬等審議会」の答申に基づいて

条例で定められ、平成 2年12月 1日現在の特別職の給料月額は、市長

82万円、助役67万円、収入役60万円で、市議会議員の報酬月額は、議長

40万円、副議長35.5万円、議員32.5万円とな っています。また特別職

に対する手当は、期末手当として年間3.9か月分が支給されています。
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、
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都
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国
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市
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児
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、
大
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の
観
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で
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ま
し
た
。
主
な
入
賞
者
は
次
の
方

が
た
で
す
。

。。広報うおづ平成 2年12月

谷口規子さん最優秀賞
全国青年大会美術展で

第39回全国青年大会の美術展で、

市本江青年団の谷口規子さんが、

書「喋々」で見事最優秀賞を受賞

しました。
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よ
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な
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割
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鮮
魚
即
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、
ミ
ニ
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り
市
、
ウ
ナ
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の
つ
か
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捕
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、
大
漁
な
べ
な
ど
い
ず
れ
の
会
場

も
、
身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど
の
人
で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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平
和
の
願
い
を
ニ
め
て
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樹

日
月
刊
日
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
で
、
平
和
記
念
植
樹
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
日
年
に
市
議
会
で
採
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れ
た
平
和

都
市
宣
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の
一
環
と
し
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、
市
内
日
小
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児
童
代
表
お

人
が
参
加
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に
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強
い
悪
天
候
の
な
か
ケ

ヤ
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幼
木

5
本
を
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樹
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ま
し
た
。

平成 2年12月広報うあ、づ。1)

11月15日、魚津愛育

園ていホットケーキづくり

V早く食べたいなあ/

一一一一一元気く
J
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鹿
熊

平
成

2
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ま
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平
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2
年

2
月
ロ
日
生
ま
れ

11月20日、市民の方 4名を一日部長に委嘱して、実

際の行政を体験してもらい、市政に対する意見や提言

を述べてもらいました。

写真左から 。総務部長

。民生経済部長

。;建設部長

。教育委員会次長

企一日部長

袋井隆俊氏

広田良美さん

寺J11奇明氏

高慶義平氏

《
お
母
さ
ん
の
一

ニ一一
口》

元
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思
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や
り
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あ
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診
療
日
時
/
日
曜
日
・
祝
日
午
後
7
時

i
n時

内
，廿，晶E・

対 象 と き と 、『ー炉ー ろ 備 考

母親学級 (A) 妊婦とその家族 12月21日倒 9: 30-16:00 --------ーーー-------------ーー------l・ 畳食をご持参ください。

育児サロン 幼児と保育者 12月14日働 9:45-11 :30 魚津市健康センター

4か月児健診 4 台、 月 児
12月13日休)

13 : 00 -13 : 30 .-・ー・ー→ ツベリクリン反応検公をiJf:せ
12月20日(木) て行います。

8か月児健診 8 台、 月 児 12月12日(水) 13 : 00 -14 : 00 ，----l・麻しんの接税券を発行します。
離乳食講習会 11 12月14日幽 13:00-13:30 法iブラシとタオルをご持参〈

1歳 6か月児健診 H1年5月生まれの児 12月25日(火) 13 :00-14: 00 -・・・・・・・------------------- ださし、。

股関節脱臼検診 i前 3 か 月 児 12月6日休) 13 : 00 -13 : 30 魚 津 保 健 所 お母さんの貧血検公も fj-~ 、ます。

3歳児健診
62.5.16-62.5.31生まれの児 12月 5日かK)

13 : 00 -14 : 00 魚津保健所 尿の検査があります。
62.6. 1-62.6.15生まれの児 12月19日(村

心の健康相談 一 骨支 市 民 随時 13 : 30 -15 : 00 魚 津 保 健 所 名人ボケの相談も受けます。

機(リ能訓ン練) 脳卒中後遺症のある人
12月6日(柑

10 : 00 -15 : 00 魚津市健康センター 訓練は、 10: 00 -12 : 00 
ハピリテーショ 12月20日(村

健 康 相 -員火d注 自主 市 民
12月6日(木) 13 : 00 -14 : 00 魚津市健康センター 血圧測定・心電図・検尿診察が受けられます。

12月4日(刈 百楽荘10 : 00 -11 : 30 lUL圧測定 ・相談

ツベルクリン反応検査 8 台、 月 児 12月12日休) 13: 30-14 :00 
魚津市健康センターs.c・G予防接種 8 7J' 月 児 12月14日働 13: 30-14 :00 

-料金 720P-J
た fごし 、4J-l11:1- 3 J-l31日

胃がん検診 一 均支 市 民 毎週水曜日 9:00-11 :00 黒部保健所
に40、50、60，通えになる人と
70';'));以J-_の人は無料

. i-f:lし込みは、 .';I.¥fflS保極l!li)j-へ

:ー‘ 宮ヨ~52 ー 1 224

市内産婦人科 、病 ・医院。
-料金 1.130円

子宮がん検診 般 市 民 随時
fニfごし、4J-J 1 EI - 3 J-l31日

一 に30、40、50、60直後になる
申し込みは 、健康センターへ 人は520円

新
川
地
区
休
日
夜
間
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー



診
療
科
目
/
内
科
・
小
児
科
・
外
科

-
年
始
の
ゴ
ミ
・

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
・
し
尿
の
収
集
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。
年
末
年

始
に
お
け
る
環
境
整
備
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
引
J
U引
斗

川

出

さ

れ

ま

す

。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
決

I
1
4~

め
ら
れ
た
日
に
、
決
め
ら
れ
た
時
間

(
午
前
8
時
)
ま
で
に
ゴ
ミ
集
積
場
へ

お
出
し
く
だ
さ
い
。
通
勤
途
上
で
の

ゴ
ミ
の
投
棄
や
他
の
地
区
へ
の
持
ち

込
み
は
厳
重
に
お
慎
し
み
く
だ
さ
い
。

。
年
末
は
ロ
月
引
日
(月
)ま
で
収
集
し

本
A
F

・す
※
1
月
1
日
(
8
1
1
月
3
日
(木)ま

で
は
ゴ
ミ
の
収
集
は
い
た
し
ま
せ
ん

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

。
年
始
は

1
月

4
日
(舎
か
ら
収
集

し
ま
す
。

。
年
末
の
一
般
ゴ
ミ
(
可
燃
物
)
の

持
ち
込
み
(
有
料
)
に
つ
い
て

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
可
燃
物
焼

却
場
)
で
は
ロ
月
白
日

g
ま
で
一
般

ゴ
ミ
の
直
接
持
ち
込
み
を
受
付
け
し

ま
す
。

。
お
願
い

年
末
は
と
か
く
多
量
の
ゴ
ミ
が
排

平成 2年12月

国民年金保険料は

所得から控除されます
平成 2年 1月 1日から平成 2年 12月

31日までに納めた保険料は、 「社会保

険料控除」として所得から差し引かれ

て課税の対象になりません。

申告の際には、国民年金保険料の控

除手続きをお忘れなく ノ

平成 2年の国民年金保険料

1月-3月 8，000円x3 =24，000円

4月-12月 8，400円x9 =75，600円

※定額納入者 99，600円

※付加納入者 104，400円

(400円 X12か 月二4，800円加算)

く4月に l年分前納のとき 〉

※定額納入者 98，370円

※付加納入者 103，050円

工業統計調査に

ご協力ください
通商産業者が12月31日現在で製造業

を営む全事業所を対象に実施するこの

調査は、我が国の工業行政を進める上

で最も大切な調査です。

また同時に、従業者30人以上の事業

所を対象に「石油等消費構造統計調査」

が実施されます。

なお、詳細については、市役所総務

課行政係官22-2200内線221まで。

.ゆずります

[>電子ミシン [>ベ ッ ド bセミダ

ブルベ ッ ド [>オートパイ 50c.c(ヘ

ルメ ッ ト付) じ〉折りたたみシート

車庫 b温水洗じよう器 bカセ ッ

トテープレコーダー(7，000円)

.もとめます

[>ワープロ じ〉携帯用ラジオ

子ミシン [>ラジオカセット

※申し込み、問い合わせは、市役所総

務課行政係 宮 22-2200内線221まで。

広報うあ、づ(13) 

所
在
地
/
黒
部
市
三
日
市
(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)
包
⑭

0
7
3
1

の
希
望
者
が
多
い
た
め
、
計
画
処
理
一
一

農

業

委

員

会

委

員

“

し
て
い
ま
す
が
、
一
日
の
処
理
量

m

に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み

キ
港
湾
火
色
待
登
載
一
の
申
請

t
h

は
で
き
る
だ
け
早
め
に
し
て
く
だ
さ

一

毎
年
1
月
1
日
現
在
で
叩
ア

l
ル

い
。
た
だ
し
、
便
槽
に
余
裕
の
あ
る

一
以
上
耕
作
し
て
い
る
農
業
者
の
申
請

世
帯
は
、

1
月
に
入

っ
て
か
ら
収
集

一
に
よ
り
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

一
簿
が
調
整
さ
れ
ま
す
。
農
業
委
員
会

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

一
で
は
申
請
書
を
ロ
月
中
に
地
区
農
業

※
申
し
込
み
は
、
(
有
)
魚
津
環
境
衛

一
振
興
委
員
を
通
じ
て
農
家
の
皆
さ
ん

生
色
②

3
3
3
1
ま
で
。

一
方
へ
配
付
し
ま
す
の
で
、

1
月
刊
日

ま
で
に
振
興
委
員
を
通
じ
て
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

。
名
簿
登
載
資
格
の
あ
る
人

①
平
成
3
年
1
月
1
日
現
在
魚
津

市
に
住
み
、
平
成
3
年
3
月
白

日
現
在
で
満
初
歳
以
上
の
人
。

②
叩
ア

l
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
人
。

③
②
の
同
居
の
親
族
お
よ
び
配
偶

者
で
年
間
お
お
む
ね

ω日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人
。

も
尿
く
み
取
り
ー

。
年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り
計
画

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
し
尿
処
理

場
)
で
は
、

ロ
月
引
日
(一見
守1
1月
6

日
(日
)
ま
で
の
問
、
整
備
を
か
ね
て
運

転
を
休
止
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
(
有
)

魚
津
環
境
衛
生
の
し
尿
く
み
取
り
も

休
み
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

。
申
し
込
み
は
、
お
早
め
に

年
末
は
、
特
に
、
し
尿
く
み
取
り

ま向
'1:ブ11::

b電

ー』

ぷー
ロ
ロロ用有ミ

議
時
鰐
ω引
川
百

公
民
館
等
の
会
場
で
結
核
検
診
(

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
)
を
受
け
ら

れ
た
方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

『異
常
な
し
』
の
方
に
は
、
結
果

通
知
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

叩
月
口
日
ま
で
に
検
診
を
受
け
た

方
で
、
連
絡
の
な
か
っ
た
方
は
、
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
度
の
結
核
検
診
は
総
て
終
了

し
ま
し
た
。
来
年
度
も
ま
た
検
診
を

お
受
け
く
だ
さ
い
。

健
蔵
テ
レ
ホ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
を
/

8
0
7
6
4⑫
0
0
0
3
 

ロ
月
の
テ

l
マ

月
]
パ
セ
ド
ウ
氏
病
と
甲
状
腺
異
常

(
火
)
痔
の
薬

(
水
)
冬
の
お
肌
の
手
入
れ

(
木
)
歯
石
は
パ
イ
菌
の
要
塞

(
念
疲
れ
を
早
く
回
復
さ
せ
る
コ
ツ

(土
・日

)
あ
な
た
の
家
庭
は
ど
の
タ

イ
プ
で
す
か

…~
業
集
好
一米
一昨
暁
転
勝
一本
一一一一

市
農
林
土
木
課
で
は
、
用
水
路
の

改
修
工
事
の
た
め
、
左
記
の
と
お
り

用
水
路
を
断
水
し
ま
す
。

・
断

水

期

間

平

成

3
年
1
月
7
日

ー
平
成
3
年
3
月
訂
日
ま
で

・
断
水
区
域
荒
井
用
水
路
全
域



informαtion 

iご寄付ありがとう

ございきした.1.mFR〆峨
b善意銀行へ

中川次郎火 の 宮

越村宗雄石垣新

愛場利枝 本 江

米谷 孝吉諏訪 町

奥平沢リゾート開発(柑

(制浦島フ キ子 本町一丁目

黒崎健治新角川二丁目

上口保育園職員一同

四十内松栄本町一丁目

前田健太郎持光寺

匿名

下田 博本町二丁目

(樹原ウタ子 大光 寺

制魚津鋲金吉 島

酒井輝雄大海寺野

有沢武雄本町二丁目

米国文子鴨川町

小坂 章本江新町

川平貢永湯 上

野 村 幸 男 立 石

愛の募金箱大町小学校外50ヶ所

魚津市地域住宅相談所

)
 

an--1
 
(
 

広報うあ、づ平成 2年12月

せら失ロ

内

お

案談本目

50，000円

50，000円

50，000円

20，000円

10，000円

20，000円

50，000円

3，630円

130，000円

50，000円

8，000円

100，000円

100，000円

5，000円

50，000円

5，000円

30，000円

50，000円

200，000円

5，000円

275，225円

45，880円

お気軽にどうぞ

その他の相談市役所で ft22-2200

無税法務湘談 教宵栴."談

毎週月 ・木H在日

午前 9時~午後 5時

0 ところ 教育センター相談室

心配ご;と..絢:談

き0と0とき 12月25日(刈午後 l時-4時

0ところ 第 5・6会議室(3階)

県弁護士会の弁護士が法律相談を行い

ます。ご希望の方は、前固までに市民相

談室へお申し込みください。内線161

毎週金曜日

午前10時~午後 3時

0 ところ 福祉センター (百楽荘)

パー斗:長雇用相談

き0 と

行政 :綿談

毎月第 1・第 3木曜日

午後 1時-4 U寺

市民相談室(1階)

き0 と

き 日曜 ・祝日及び第 2・第 4土

曜日以外の毎日午前10時~午後

6 U寺 (土曜日は午後 l時ま で)

0ところ 魚津サンプラザ l階

交送事故者肝炎

12月19日ヤ同

午前10時~午後 3時

魚津総合庁舎 (新宿)

き

。と

。と

0ところ

市 民紹-談

き 日曜 ・祝日及び第 2・第 4土

曜日以外の毎日午前 9時~午後

5時 (土曜日は午前12時まで)

0 ところ 市民相談室(1階)

0と

0 ところ

己支~2Z目立コ

談

毎週火 ・水 ・金11M日

午前 9U寺~午後 4U寺

商工観光諜 (3階)

本目戦:内

き。と

0とき 12月14日幽午後 l時-4時

0 ところ 魚津サンプラザ 3階

皆さんが、毎日の生活の中で困ったこ l 

| 野口 秀雄 長引 町'
とや悩み事のある場合は、人権擁護委員 | 

ー I 0カノコユリ 0スカシユリ
または富山地方法務局魚津支局に気軽に | 

| ホワイトエンセ'ル(150球)サンレープリリアント(50球)
ご相談ください。 I

| カサプランカ (50球)ローマ (50球)
O富山地方法務局魚津支局 fi22-1359 I 

| ス・ターゲーザー (50球)北の春 (400球)O奥村 信子 新角 川 fi22-4595 I 
12月12日制 ) ~高島 信作 東尾崎 包31-7255 I 内 田 (150球)有珠の火 (50球)

午前10時~午後 4時 > ~谷原 幸治 吉 野 宮24一7051 I ロジータ (50球)

0 ところ 市役所会議室 2 ~塚本慶久 中央通り fi22-3786 I コリーナ (50球)

ご希望の方は、市民相談室へお申し込 < ~谷口 正美 本 江 fi22-5023 I なお、球棋は市浄化センターの花世{に

みください。内線161 < ~波岡正治 上村木 fi22-50880植え付けることになりました。

品J宅、ー""、"'"帯、""""、.:/ト唱d々、中月、唱J々、唱/官、、~守、必/子、ν守、U守、U守、v干、:./7'、~守'"'"予、，_，.....、~手、v号、唱〆守、、:./7'、νペト、品戸"'"'宅、唱J々、唱"々、~〆守、品〆弓~干、・~νFト由r.-、:./ト、~官、、.:/守、.:/守、吋jト、~弓ト中F・

球線 1，050球寄付

カノコユリ・スカシユリ

0 ところ

高祭齢者職業相談

き 日曜 ・祝日及び第 2・第 4士

曜日以外の毎日午前 9時~午後

5時 (土H程日は午前12時まで)

0ところ 高年齢者職業相談室(1階)

無 料!住j議相談:

0 と

き0と

ガ
ソ
リ
ン
日
穣
当
醤
底

(
児
月
)

キャプテン・サービス(テレビ画面案内)一市役所ロビー・水族館無料休憩所ー

6 30 23 16 9 2 12 
日 月 日 日 日 日 日 月

日 日 日 日 日 日

浜 山広 富 三富 小 シ 富 j兵朝三 広 三 品 三

岡崎田山 各 各
和山辺芯E ハ; .. 

山 岡日和 田和川 JI~

商石石石
庖 庖

物石石 石 商 石 物 石物石平理江句l 

庖 油 油 t由 産油長油 油庖油産 油産油 l 

広末住 本 吉
』昂旦. A邑"- 本住 吉 友

葉双 川友上村木 吉 光十大Tず 本 吉

町 吉江 島 業 業 新 古 島道 町 縁道 品江島
、』回.-'、、_..、、_..、、_.. 、、ー.-'、、』圃"、__..、』回.-' 、、』画"、h・圃"、__..、__.. 、、ー--、、.国"、h・圃，、、・.-'

ロ
月
の
じ
P
ガ
ス

保
安
調
査

今
月
の

L
P
ガ
ス
の
保
安
調
脊
は

次
の
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

実
施
地
域
・
・
・
上
中
島
地
区

調
査
に
は
県
認
定

L
P
G
保
安
セ

ン
タ
ー
新
川
地
区
支
所
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。

宮
川仕

1
5
3
4
0

緊
急
時
の
対
応
に
支
障
の
な
い
様

積
雪
時
に
は
容
器
置
場
周
辺
の
除
管

に
も
気
を
お
配
り
く
だ
さ
い
。

〈ご利用ください〉
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お

お聞かせください

一県政モミ戸ダを募集-

富山県では、県政に対する意見や要望

を、広〈県民の皆さんから聞くため、県

政モニターを募集しています。

0モニターの職務

・県政に関するアンケートの回答。

・意見、要望などの提言。

0募集人員 ・任期 50名、 2年間

0応募資格 県内に居住する満20歳以上

の方で、県政に関心をお持ちの方。

ただし、公職選挙法による公職者、

公務員及び県政モニター経験者は除〈 。

0応募方法 ・応募先

はがきに、住所 .氏名 (υJふ、りがな )ト. 
伯性:冴男引別lリトl卜.生年月日 .電話番号.職業区分(①

農林祇漁1. ②建設.製造③サ一ビス .自由

④主婦⑤知

一経験の有無.応募の抱負を記入の上、

干930富山市新総曲輪1-7富山県庁企

画県民部広報課へお申込みください。

0締切 平成3年1月31EI (当日消印有効)

0選考結果

モニターにな っていただく方には、

平成 3年 3月下旬に本人宛に連絡。

0間合先県庁広報課 fi(0764)31-3131

納期案内
固定資産税第3期分

納期限は12月25日です

失ロ inJormαtion ら せ

8抱槌駐留組曾暴言彦

11月15日に行われた魚津市と市納税l!'j'

人々が働き、学び、ショ ッピングを楽 蓄組合連合会の合同納税表彰式で、次の

しみ、だ!い集うまち 、まちは人々の生活 方がたが表彰されました。

の場です。 (市長感謝状〉

oテーマ まちを舞台とした人々の活動 く個人〉

(191)> r花と緑あふれるまちJ rひろば」 田林 幸作 (升田区納税貯蓄組合長)

「みちJ r私の好きなまちなみ」など 〈団体〉

0作品 八幡区納税H'j'帯組合(組合長浦島三次)

・白黒、カラープリントでサービス版 上町一区納税貯蓄組合(*ll1~長藤本外政 )

以上から四ツ切まで。 (連合会長表彰〉

・未発表で他に応恭していない作品。 <個人〉

・応募数制限なし (作品は返却しない )。 藤井 l暁 (港町区納税貯蓄組合)

作品の裂に題名 ・槻彩場所 ・年齢 ・性 〈団体〉

日Ij・住所 ・電話番号 ・職業を記入。 上町二区納税貯蓄組合同l介長辻 義雄)

0応募先 住吉町区納税貯蓄組合(車Il介長

〒113東京都文京区本郷 2-17-13 石崎梢太郎)

広和レジテンス(的日本交通計画協会 浅生区納税H'i'帯組合(組合長虫|崎俊雄)

内「私のまち写真 コンテスト 」事務局 新金屋三区納悦貯蓄組合

0締切 12月31日 (当日消印有効) ( 車11{~長砂田嘉雄)

0間合先市役所都市計画課 友道幸11汀区納税H'i'帯組合

fi22-2200内線342 (組介長先名 清)
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品曲 拾 案ぬ:~~d::::::::I::iミま
性別! 職種 年齢 賃金 地区 員人 資格等 性別 職種 年齢 賃金 地区 員人 資格等

機械設計 22-33 150，2O5000 守 魚、・立石 3 高経験卒3以年上以上 希議助手 20-55 135，000 
.~. '友道 3 不 P，，9 

-250，000 -164，000 

営業 員 18-30 135，000 
11 古 島 3 2高Iv..卒以上 渉 外 30-60 150，2O5000 守 11 北鬼江 2 普両手通:以免上許 I 

-195，000 通免許 -250，000 

11 25-40 135，000 
11 上村木 3 

11 
営 業 員 18-35 110，000 

11 新金屋 2 
11 

-300，000 11 -140，000 11 

逆 転手 20-50 225，000 
1/ " 3 

11 
11 25-40 135，000 

11 上村木 3 
11 

-250，000 11 -300，000 11 

1k:;:'1t、冷装 16-40 150，000 
11 住吉 2 不問

美容谷間i
16-40 115，000 

"友道 2 美容師資格
工及び見 ~l)l -300，000 放兄 1~>1 -165，000 

男
125，000 経験2年以上

女
組立及び

機械工 18-
-230，000 

11 吉野 3 見習工1;30後末i首 包装工
18-45 114，200- "大海寺1ft 3 不問

技能工 18-45 120，000 
"横枕 4 高卒以上 機械工 18-60 116，000 

"三ケ 3 " -280，000 -210.000 

加工、組立工 20-35 125，000 
"川縁 5 普通免許 建材部品付け 20-45 110，000 黒・吉 田 5 " -185，000 -115，000 

" -45 147，000 
11 東尾崎 2 不 問 生産職 18-45 137，450- 魚、・小川寺 5 普通免許-187，000 

溶接工 18- 125，287000 . 11 住吉 3 11 
電子部品

18-40 102.500- 11 住吉 5 不 問-270，000 組立工

※詳しくは、魚津公共職業安定所(fi24一0365)へお問い合わせくださ L、。求人テレホン ・サービスfi24-8841 男(月~木)、女(金~日 )

〈ご利用ください〉市政情報テレホン・サービス ft22-3600
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。
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翌
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始
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日
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金
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か
ら
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成

3
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(
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ま
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5
日
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開
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。
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。
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定
員
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却
名
で
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布
代
間
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添
え
て
、
初
日
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
(
た
だ
し
、
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
。)

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日
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祝
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年
末
年
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ロ
/
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u
l
l
/
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後

記

日
本
で
、
男
女
を
問
わ
ず

H

将
来

一
番
や
っ
て
み
た
い
ス
ポ
ー
ツ
。
は
、

ゴ
ル
フ
だ
そ
う
で
す
。

小
生
・
プ
ロ
ポ
ー
シ

ョ
ン
の
若
返

り
と
運
動
不
足
の
解
消
に
と
2
年
前

か
ら
始
め
ま
し
た
。
運
動
神
経
は
、

自
称
良
い
方
と
自
己
満
足
し
て
い
ま

す
が
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四
十
の
手
習
と
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止
し
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と
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で
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。
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つ
で
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M
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明
年
も
残
り
一
ヶ
月
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
、
忘
年

会
:
・
そ
し
て
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
抽
せ
ん
発
表
。

失
敗
の
繰
り
返
し
で
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
一
年
で
し
た
が
、
残
り
一

ヶ
月
全
て
に
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か

け
、
笑
顔
で
新
年
を
迎
え
た
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と
思

っ
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。
(
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れ
で
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た
失
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・
・・
忘
年
会
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て
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顔
で
新
年
を
迎
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す
。)

(
Y
)

印刷/魚津印刷株式会社編集/企画広報室

人 (前月対比)

(男)23， 909 (-15 ) 

(女)25， 923 (-26 ) 

49，832 (-41) 

ロ

14，164世帯

市 の人
(11月 1日現在)

世帯数

人口

計


